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タンパク質の構造を予測するAI
「AlphaFold」
Demis Hassabis、John Jumper

タンパク質の構造を設計するAI
David Baker

2024年は、AIが科学にもたらした
ブレイクスルーに改めて
注⽬が集まった年でした



https://www.iscb.org/ismbeccb2025/programme-agenda/distinguished-keynotes

AlphaFold

AlphaFold Human Cell Atlas

Agentic AISwiss-Prot

Complex interaction



Nature (2024-10-09) | DOI: 10.1038/d41586-024-03214-7

「何年も努⼒してAlphaFoldを訓練するたびに
謙虚な気持ちになる。

それぞれのデータポイントは、
誰かの何年もの努⼒の結晶だから。」

https://www.rcsb.org/



https://www.iscb.org/ismbeccb2025/programme-agenda/distinguished-keynotes

・バイオキュレーションに対する
資⾦不⾜、過⼩評価
「⾃動化で代替できる」？

・専⾨的知識と⼈⼿によるキュレーションは
不可⽋な科学基盤である

・バイオキュレーションの価値を
正当に評価・⽀援する仕組みが必要



Nature (2025). https://doi.org/10.1038/s41586-025-09442-9



Nature (2025). https://doi.org/10.1038/s41586-025-09442-9

The Virtual Lab of AI agents designs new SARS-CoV-2 nanobodies



⽣命科学分野の多様なデータ（⾔語、画像、配列、構造など）を学習して
構築される基盤モデルと、それを活⽤した⽣成AIの開発・利活⽤

AIによる⽣成→実験による検証→再学習 のループによる研究の加速

技術よりも⾼品質データの確保がボトルネック？

Microsoft Bing Image Creatorにより作成


